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公共下水道事業等

施設の
老朽化

更新需要

少子高
齢化

人口減少

需要の
減少

処理能力

の余剰

収益の
減少

農業集落排水事業等stress

事業の統廃合

≪期待される効果≫
☛維持管理経費及び資本費の抑制
☛ライフサイクルコストの最小化
☛事業の恒久的な維持

４

４



H22年
•【全体計画の見直し】

• ☛今後の市全体の生活排水処理にかかる維持管理を適切かつ効率的に行うための検討を実施する。

H24年
• 【基本構想】

• ☛全体計画の見直しを受けて、将来の生活排水処理区の見直しを予定した基本構想を策定する。

H26年
• 【統廃合基礎調査】

• ☛処理施設の基礎調査及び具体的な統合のスケジュールの検討を実施する。

H27年
• 【課題調整と事業周知】

• ☛実施スケジュールにおいての課題調整及び議会・住民等への説明を実施する。

H28 年

•【最終的な業務調整】

• ☛計画変更事務、認可変更事務、財産処分事務、システム改修などの業務調整を実施する。

H30年度から接続工事

５

５



１

長野県
農地整備課

長野県
生活排水課

関東財務局
長野財務事務所

長野県
市町村課

◎企業債の
調整

◎経理上の
事務 など

指導・助言 協議・調整

６

６




